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石川　「日立のデータベース」の冊子、第2弾
ができました！まさか第2弾が出るとは、夢
にも思いませんでしたね。

堀　翔泳社のWebサイト「DB Online」で
掲載している「日立のデータベース」という
連載記事の中から、第 1回から第4回までの
内容をまとめて冊子として出したんですよ
ね。で、今回はその続きの、第5回から第8
回までをまとめたわけです。

長江　表紙をめくったすぐのページに、連載
開始からこれまで登場したインパクトのある
日立の方々が載ってますね。

堀　各回を印象付けるコメントとともに登
場！って感じですね。内容が気になる方は前
回の「日立のデータベース」冊子、もしくはDB 
Onlineの過去連載を見て頂きたいですね。

吉村  あ、石川さんもいるんですね。しかも
メガネかけてるからキリッとしている。

石川　ふふっ、知性の演出ですよ。

長江　じゃれあってますね。

吉村　いや～、今はこんな感じでも最初の頃
は緊張していましたよ。しかもこの連載自
体、日立のデータベースというお堅いテーマ
を、かなりおちゃらけた感じで取り上げてい
て、いつ怒られて打ち切りになるかとヒヤヒ
ヤしてたんですけど、何だかんだ言ってよく
続いてますねえ。

長江　ちなみに、前回の冊子は評判よかった
ですよ！　今回もそうですけど、とにかく表
紙のデザインがインパクトあるので、いろん
な人から「それは一体何？」と注目を集めま

した。少なくとも日立の社内では、「いい意
味で日立っぽくないね」と、かなりの高評価
でした。

石川　広報誌に同梱したり、イベント会場や
研修会場で配ったり、あるいは営業がお客さ
まを訪問する際に持参したりと、社外の方々
にも広く配りましたけど、やはり皆さん面白
がってくれて、よく読まれていたみたいです
ね。社内の幹部クラスの人たちに見せたとき
には、ちょっとヒヤヒヤしたけど（笑）

堀　僕も、怒られやしないかと内心ヒヤヒヤ
しっぱなしでしたよ！

吉村　コラー！

堀　なんであなたが怒るんですか？　しかも
なぜ今？

吉村　失礼いたしました。

堀　でも結果的にそういうことはなかったで
すね。中身は至って真面目でしたから、中身
を読んでもらえれば大丈夫という気持ちは持
っていました。確かに見た目は派手だし、記
事の文体はおちゃらけてるんですが（笑）

石川　そうなんですよ。文体に引っ張られず
に読めば、実はとても真面目な内容を取り上
げてますからね。読者の方々にとっては、そ
の辺りのギャップが面白かったのかもしれま
せん。吉村さんが、取材内容の良さをうまく
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長江規子
HiRDB の開発→マーケティングを担
当。 現 在 は Hitachi Advanced Data 
Binder プラットフォームのマーケティ
ング業務に携わる。石川氏の突っ込み
役を担当。二児の母。
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長江　それは却下。

吉村　……判断基準がわからない…

堀　ちなみにこの回では、いろんなたとえ話
が飛び出して面白かったですね。山口さんが
HiRDBとHADBの違いを馬車と自動車に
たとえて説明してくれたのは、すごく分かり
やすかった。その話をもとに吉村さんが、基
幹系と情報系の違いを「ドジッ娘キャラ」と
「ツンデレキャラ」にたとえて説明していた
のは斬新だった！

石川　あのあたりから、文章のふざけ具合が
一段レベルアップしたような（笑）。その前
の回の内容が、若干真面目なトーンだっただ
けに、より一層ユルさが引き立ちましたね！
今から振り返ると、この回からまた連載全体
のトーンが変わってきたのかも。

吉村　確かにあの回あたりから、悪い意味で
ちょっと調子に乗ってきちゃったかもしれ
ません（笑）。ちなみに取材では、山口さんの
話がとても分かりやすかったので、書く側と
しては随分助かりました。「基幹系システム
と情報系システムの違い」という、聞きよう
によっては結構難解なテーマだったんですけ
ど、分かりやすいたとえを使って丁寧に説明
していただいたおかげで、ITについての一般
的なお勉強コンテンツとしてもお勧めできる
内容になったと思います。

長江　ちなみにその次の第6回は、日立の品
質保証部の仕事について取り上げた回だった
んですけど、こちらも反響が大きかったです
ね。品質保証部やサポート部門の仕事の内容
や、そこで働く人たちの素顔が紹介される機
会って、なかなかないですから。

堀　日立の強さって、品質の高さやサポート
力にあるんですけど、この辺りのことってな
かなか社外にアピールしにくいんですよね。
お客さまから見れば、製品が正しく動いてい
るのは当たり前のことで、何か問題が起きた
ときにサポート部門が素晴らしい対応をした
としても、なかなか前向きに評価してもらえ
ないですからね。

石川　その点、この回では品質保証部やサポー
ト部門の仕事ぶりを丁寧に伝えることができ
たので、貴重な情報発信の場になりましたね。

堀　個別に品質保証やサポートの取り組みを
ご紹介することはあるんですけど、こういう
形で不特定多数の読者の方々に発信する機会
って、今までほとんどなかったですから。

長江　そういう記事って、確かに見ないです
よね。現場で働く人たちが、日々どんな業務
をしていたりとか、どんなモチベーションで
仕事に当たっているかって、なかなか外から
は見えづらい。

吉村　そういう意味では、この回の取材では
現場の生の本音がいろいろ飛び出して、とて
も興味深かったですね。品質保証部門の方に

拾い上げて記事にしてくれたな～って思いま
したよ。

堀　ちなみに今回は、連載の第5回から第8
回の内容を収めているんですけど、個人的に
は第5回の内容がとても勉強になりました
ね。HiRDB と Hitachi Advanced Data 
Binderプラットフォーム（以下、HADB）の
違いについて取り上げている回なんですけ
ど、それまで日立の社内にいながら、恥ずか
しながらHiRDBとHADBの違いをきちん
と理解できてなかったんですよね。

石川　そう、社内でも多くの人が、HADBを
「高速版HiRDB」「HiRDBの後継製品」だと
誤解してたんです。でもそれは、完全な勘違
いなんですよ。あの記事が出た当時、僕と長
江さんはHiRDBのチームにいたこともあっ
て、これはHiRDBの立場をきちんと説明し
なきゃいけないなと思って。

吉村　あの回は、山口さんというビッグデー
タのエキスパートの方にお話を聞く企画だっ
たんですけど、取材が終わってみたら半分ぐ
らいは石川さんの話になってましたね！

石川　僕は今でこそHADBの仕事をやって
ますけど、当時はHiRDB一筋でしたから！
　「HiRDBの 100倍速いリレーショナルデ
ータベースが出た」なんて聞いたもんだから、
HiRDBの立場はどうなるんだと思って !!

長江　落ち着いてください。

石川　はい。

堀　でも、「基幹系のHiRDB」と「情報系の
HADB」というふうに、そもそも用途がま
ったく異なるということが分かって、ものす
ごくすっきりしました。きっと僕と同じく、
HiRDBとHADBの関係についてもやもや
してた人が多かったと思うんですけど、あれ
を読んで誤解が解けたはずです。

石川　当初は、日立の営業やSEの人たちに
も2つの製品の違いが伝わりきっていなく
て。「今HiRDBを使っているお客さまに対
して、HADBへの移行を案内しなきゃいけ
ないの？」みたいな問い合わせが寄せられた
こともありましたもんね。でも、この記事が
出て以降は、ピタリと止みましたね。

吉村　実際のところ、私も初めのうちは、
HADBはHiRDBの高速版だと思い込んで
いましたからね。あと、HADBの読み方が
分からなかった。「エイチ・エー・デー・ビ
ー」と読むのか、それとも「ハデブ！」と呼べ
ばいいのか。何かの掛け声みたいですね、ハ
デブ！

堀　ハデブはないでしょ、さすがに！

長江　ハデブ、意外といいかも…

吉村　わあ、素で同意されるとそれはそれで
困ります。

長江　親しみやすさは重要だと思っています。

堀　それは言えてますね。ITの世界は特に英
字で表現するものが多くて、しかも読み方が
わからない！身内だけで通じるような言葉が
たくさん出てきてしまって、それではいけな
いな、と思っているんですよ。

吉村　じゃあ、Hadoopに引っ掛けて「ハド
ーブ！」とか。

まさか第2弾が出るとは！

怒られないでよかったです！

石川太一
日立のデータベース製品の開発とテク

ニカルサポートに従事し、現在はマー

ケティングを担当。国産技術の普及に

情熱を燃やす！

吉村哲樹
IT 系 Web メディアで編集者を務めた

後、現在はフリーライターとして活動

中。本冊子ではふざけていますが、真

面目な技術記事も得意です

中身は
至って

真面目
ですか

ら！

堀光孝
サーバ、ストレージ、ソフトウェアといった日立のプラットフォーム製品のプロモーションを担当。この連載でDB製品のディープな知識を蓄積中
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「HiRDB」と
「HADB」って
名前も似てるし
何が違うの？

　2012年 6月 に 新 登 場 し た
「Hitachi　Advanced　Data
　Binder*¹（HADB）」。何でも、
東大の研究成果を日立で製品化し
た超ハイパフォーマンスなリレー
ショナルデータベースエンジンと
のことで、本連載の第3回でもち
ょっとだけ詳しく紹介している。
　日立製のリレーショナルデータベ
ースといえば、本連載で紹介してき
た「HiRDB」だが、これからは日立は
HADB推しで、HiRDBは徐々に

表舞台から消えていくのか。さよ
うならHiRDB、僕たちは決して君
のことを忘れないよ……。
「違います！」
　おっと！　ここで登場したのが、
本連載の第 1回で日立のデータベ
ースの歴史について熱弁をふるっ
てくれた、ソフトウェア開発本部 
DB設計部の石川太一さん。相変
わらずの、熱気あふれるマシンガ
ントークぶりだ。
「HiRDBは基幹系システムのた
めのデータベースで、可用性が絶
対なんですけど、それに対して
HADBがターゲットにしている
情報系の要件はまったく異なるの
でパフォーマンスがデータウェア
ハウスであれがこうで何たらで○
☆&□×*@$……」
　ちょ、ちょっと待って、そんな
いっぺんに言われても消化できな
いよ……ただどうも、よーく話を

聞いてみると、HiRDBとHADB
の違いを理解するには、「基幹系
システムのためのデータベース」
と「情報系システムのためのデー
タベース」の違いを、ちゃんと理
解する必要があるということらし
い。何だか、日立のデータベース
の話というよりは、情報システム
の基礎知識のおさらいみたいなこ
とになりそうだぞ。

直々にお話をうかがえただけではなくて、普
段丁々発止のやりとりをしている開発部門の
方にも、品質保証部門との関係についていろ
んな本音を聞けましたから。単に綺麗ごとだ
けを並び立てるだけじゃなくて、「開発と品証
の間の緊張感」みたいなものも垣間見れて、あ
れは結構レアな取材体験でした。

長江　話が尽きなかったので、結局2回に分
けて掲載したんですよね。

吉村　そうなんですよ。どの話もとても面白
かったので、なかなか切り捨てることができ
ずに、あれもこれもと書いてるうちに結局2
回分になってしまいました（笑）

堀　個人的には、トラブル対応が意外にもク
リエイティブな仕事だと分かったのは、新た
な発見でしたね。「トラブル対応」と聞くと、
重苦しい雰囲気の中で対策を話し合っていく

印象がだったんですけど、実際にはいろんな
人たちが知恵を出し合って問題の原因を追い
詰めていくというプロセスだということが分
かって、とても新鮮でした。

石川　若手エンジニアの方のエピソードも面
白かったですよね。クリスマスイブに急遽ト
ラブル対応が発生してしまって、普通だった
らピンチに陥るところが、奥さんも日立の社
員だったので理解してもらえたとか！

吉村　奥さんが日立社員だから問題なかった
というのは、果たして本当に問題ないと言え
るのかどうか（笑）

石川　確かに（笑）。まあこのほかにも、トラ
ブル対応の現場の雰囲気を生々しく語っても
らったので、ぜひ詳しい内容を読んでみてほ
しいですね。こんな話、めったに聞けるもん
じゃありませんから！

ARTICLE

#

（*1）　内閣府の最先端研究開発支援プログラム「超巨大データベース時代に向けた最高速データベースエンジンの開発と当該エンジンを核とする
戦略的社会サービスの実証・評価」（中心研究者：喜連川 東大教授／国立情報学研究所所長）の成果を利用

日立データベースのエバンジェリスト、
石川太一さん

「日立のデータベース」という、また何ともマニアックなネタを
性懲りもなく取り上げ続けている本連載も、数えること、5回目。
「そろそろネタ切れじゃんじゃないの？」という読者の意地悪な突っ込みが
聞こえてきそうだが、ところがどっこい、まだほんの序の口なんですよ、はい。
ネタは山ほどありますから、覚悟してついてきてくださいね。
ただね、筆者も最近ちょっとデータベースネタには食傷気味なので、
今回はちょっと趣向を変えて、日立の冷蔵庫を紹介してみたいなと。
日立の冷蔵庫、いいんですよ。食材は長持ちするし、省エネ設計だし……冗談です。
今回もデータベースのお話です。

5
こんにちは、Hitachi Advanced
Data Binderです、
「HiRDBじゃないほう」と覚えてください
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と思っても、欲しいデータが欠落
していることがあるんです。なの
で、情報系の用途ではなかなか使
いづらい」（山口さん）
　なるほどなるほど。基幹系デー
タベースと情報系データベースの違
い、だんだん分かってきましたよ。

基幹系で
大事なのは
一にも二にも
可用性！

　とここで、再び石川さん登場。
「基幹系データベースで一番大事
なのは、とにかく可用性！ミッシ
ョンクリティカルな基幹系システ
ムを支えるデータベースですか
ら、何があっても動き続けなくて
はいけません。一方、情報系デー
タベースの方は、大容量データの
保管・検索の用途向けに最適化し
た代償として、可用性は多少落ち
ても構いません」
　この違いは、確かにイメージし
やすい。基幹系システムが丸一日
落っこちたら誰かの首が飛びそう

だけど、データウェアハウスへの
アクセスが数時間間止まったぐら
いなら、「ごめんね、てへっ♡」ぐら
いで何とか済むかもしれない。
　逆に、情報系データベースで大
事なのは、何でもかんでもぶちこ
んだ大容量データの中から、いか
に早くお目当てのデータを引っ張
ってこれるかというところ。お目
当てのデータがデータベースの中
にあることが分かっているのに、
検索のクエリを投げていつまで待
っても結果が返ってこないようで
は、せっかく溜め込んだデータも
宝の持ち腐れだ。「検索が遅い？
あと半日待ってね、てへっ♡♡」で
は、たとえハートマークを2つ並べ
たとしても多分許されないだろう。
　というわけで、そろそろ基幹系
データベースと情報系データベー
スに求められる要件の違いが見え
てきた。

《基幹系データベース》
・決まった形のデータしか受け付
けませんわよ
・余分なデータなんて、とってお
いてどうするの
・その代わり、何があっても絶対
に止めないから、見ててごらんな
さい！

《情報系データベース》
・たまに落っこちても許してね、
てへっ♡
・その代わり、どんなデータでも
どんどん入れちゃってね♡
・自由検索の速さなら、誰にも負
けないんだから！
　うん、こうやってキャラを書き

分けると、違いが分かりやすいか
も。で、日立のデータベース製品
で言うと、前者のクールなお姉さ
んキャラがHiRDB、後者のドジ
ッ娘キャラがHADBというわけ
だ。どちらに萌えるかは、読者し
だい。ちなみに筆者は、どちらか
といえばドジッ娘派だ。
　それはさておき、HiRDBが基
幹系データベースに求められる要
件を満たしているというのは、こ
れまでの実績を見ても明らかだろ
う。何せ、「信頼の日立」をまさに
体現するような製品で、これまで
超ミッションクリティカルな分野
でずっと使われ続けてきたデー
タベースなのだから。ただ逆に、
HiRDBは基幹系向けに特化して
いるが故に、情報系データベース
で求められる「大容量データに対
する高速検索」はあまり得意では
ないということだ。
　そこでHADBの出番というわ
けだが、ここで疑問が 1つ沸く。
じゃあ、情報系データベースの方
も、HiRDBを流用しちゃえばよ
かったのでは？そうすれば、新し
くデータベースエンジンを開発し
なくても済むし、第一ほかのデー
タウェアハウス製品って、大体そ
んな感じで作られてるような。既
存のデータベース製品を使って、
たくさんのデータベースを並べ
て、分散処理させて、でもって専
用のハードウェアでアプライア
ンス化して、みたいな。同じよう
に、HiRDBをいっぱい並べれば
一丁上がりなんじゃないの？
　なぜ日立はそうではなく、あえ
てHADBという、情報系の用途

基幹系DBと
情報系DBの
違いからおさらい

　ここで、ソフトウェア開発本部ビ
ッグデータソリューション部 担当
部長の山口俊朗さんにご登場いた
だこう。
　ちなみに山口さん、日立の「ビ
ッグデータの顔」とも言えるお方
で、ビッグデータ関連のイベント
などにたびたび登壇しているの
で、顔と名前をご存じの方もいる
かもしれない。そんな方に、今さ
ら初歩的な質問をするのもちょっ
とはばかれるのだが、HiRDBと
HADBの違いについてあらため
て聞いてみた。どちらも同じリレ
ーショナルデータベース製品なの
だから、用途が被ることになりま
せん？
「HiRDBは基幹系システムのた
めのデータベース、そしてHADB
は情報系システムのためのデータ
ベースとして位置付けられていま
す。そして基幹系と情報系とで
は、データベースに求められる要
件が根本的に異なるのです」
　基幹系と情報系の違い……普
段、何となく分かってる気でいた
けど、じゃあデータベースに求め
られる具体的な要件の違いとなる
と、実はちゃんと理解できてなか
ったかもしれない。何がどう違う

んですか？
「簡単に言ってしまえば、基幹系
データベースは『あらかじめデー
タの使い方が決まっている』、そ
して情報系データベースは『あら
かじめデータの使い方が決まって
いない』というのが根本的な違い
です」
　なるほど、この対比は分かりや
すい。つまり、こういうことらしい。
基幹系データベースは、システム
でどんな種類のデータをどのよう
に処理するかが、あらかじめ決め
られている。従って、その特定に
使い方において最も効率よくデー
タが処理できるよう、あらかじめ
データを正規化し、テーブルをき
っちり設計した上でデータを格納
しておく。
　これに対して、情報系データベ
ースの用途は、任意のデータを好
きなときに好きなだけ引っ張り出
してくるような「自由な」使い方が
メインになる。例えばBIなどで
は、データウェアハウスに格納さ
れているデータの中から、分析に
役立ちそうなデータをユーザーが
その都度自分の頭で考えて、自由
に検索して引っ張り出してくる。
つまり、将来的にどんなデータが
分析に役立つことになるのか、あ
らかじめ予想することができない
のだ。
　なので、「これは将来、ひょっと
したら分析のネタになるんじゃ
ね？」とちょっとでも思えるよう
なデータであれば、取りあえずは
何でもかんでもデータベースの中
にどんどん溜め込んでおく。「正
規化なんて、知ったこっちゃない

よ」という世界だ。
　この違い、時間軸の観点に立っ
て考えてみると、さらに分かりや
すいかもしれない。さっきも言っ
たように、基幹系ではあらかじめ
データの使い方が決まっている。
ということは、何年分のデータを
溜めておけばいいのかも、あらか
じめシステムの要件で決められて
いる。例えば、アプリケーション
で3年分のデータしか処理しない
のであれば、3年前より古いデー
タは捨てちゃってもいいわけだ。
逆に、使わない古いデータをとっ
ておいたところで、データベース
が無駄に肥大化するだけ。意味が
ない。
　また、業務システムが月次デー
タしか処理しないのであれば、要
らなくなった週次データや日次デ
ータもがんがん捨てちゃう。だ
って、無駄なデータをとっておけ
ば、それだけコストも掛かるし、
システムのパフォーマンス低下や
不安定化要因にもなりかねない。
だから、常に決まった形の、決ま
った量のデータを、決まった形で
粛々と回していく。安定稼働が至
上命題の基幹系では、これがベス
トなのだ。
　一方、情報系ではむやみやたら
と古いデータや日次データを捨て
ていくわけにもいかない。だっ
て、将来いつ誰が、そのデータを
必要とするか分からないもんね。
「データウェアハウスを導入する
余裕がない企業の中には、基幹系
データベースを情報系用途に併用
しているところもありますけど、
それだといざデータを検索しよう

日立のビッグデータといえば、山口さん！
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HiRDBの高い
信頼性って
どうやって実現
してるの？

　さて、本連載をこれまでお読み
の方なら、日立のリレーショナル
データベース製品「HiRDB」のこ

とは、もうある程度ご存じのは
ず。読んでない人は今すぐに読ん
でほしい。ちなみに今さらだが、
HiRDBの読み方は「ハイアール
ディービー」なので、念のため。
　「純国産」と聞くと、脊髄反射で
「高品質」「高信頼性」をイメージし
てしまうのは、筆者が昭和世代だ
からか？でもHiRDBに関して言
えば、実際のところオープン系デ
ータベース製品としてはトップレ
ベルの信頼性を持つと言われてい
て、銀行の勘定系システムや社会

インフラ系システムといった、超
ミッションクリティカルな領域で
昔から使われ続けているのだ。
　燦然と輝く「純国産品質」の印
籠。その過大なまでのユーザーの
期待に日立はどう応えていってい
るのだろうか。
　今回お話をうかがったのは、以
下のお三方。
　ちなみに、板谷さんの所属先
「DB設計部」というのは、何とな
くイメージしやすい。まさに、デ
ータベース製品の設計開発を担当

に特化したまったく新しいデータ
ベースエンジンを一から開発した
のだろうか。とここで、山口さん
の目がキラリと光る……。

HADBは
「馬車の馬を増やす」
のではなく
「自動車に置き換えた」

「確かに、HiRDBのエンジンをた
くさん並べて、ハードウェアを最
適化することでビッグデータを高
速処理するというアプローチも、
考えられなくはなかったんです」
（山口さん）
　そうですよね。むしろ、そっち
の方が定番のような気が。
「でも、われわれは誰もがもうあ
きらめていたもう 1つのアプロー
チ、つまりDBエンジンを一から
見直して、高速化することによる
ビッグデータの高速処理にチャレ
ンジしたんです。その結果出来上
がったのが、HADBなのです」
　ふーん……でも、使う側からし
てみれば、エンジンが新しかろう

が古かろうが、結果的に速く動い
てくれればそれでいいような気も。
「HADBが画期的なのは、エンジ
ン自体の処理速度を飛躍的に向上
させたことで、1台のサーバだけ
ですべてを処理できるようになっ
た点です。データベースサーバを
ずらりと並べる必要はまったくあ
りません。サーバは 1台だけ。シ
ンプルだから運用コストも大きく
低減できるんです」
　ああ、なるほど。サーバが一台
だけなら管理ポイントも一箇所で
済み、運用も楽になると。
「馬車と自動車のたとえで説明す
ると、分かりやすいかもしれませ
ん。かつては、馬車のスピードを
上げたり荷物の積載量を増やすに
は、つなぐ馬の頭数を増やすしか
ありませんでした。これが、既存
のデータベースをたくさん並べて
いく方式だとすると、HADBは
馬を思い切って自動車に置き換え
たわけです」
　なるほど。
「それに、馬の数が増えると、糞の
始末も大変になるでしょ？　つま
り、運用が大変になるということ
（笑）」
　……分かりやすいたとえ、ありが
とうございます。あ、でもでも、そ
んなに速いんだったら、逆にそれを
基幹系で使えば、定型業務がサクサ
ク終わって「ひゃっほう！」となる
のでは？と今度は、石川さんの眼鏡
がキラリンと光を放つ。
「HADBは情報系の用途に特化
していますから、HiRDBほどの
可用性は備えていません。そこは
もう、ターゲットの用途が根本的

に異なるので、割り切ってるんで
す。可用性と性能は、トレードオ
フな部分がありますからね。可用
性を殺して、性能を取るか、逆に
性能を殺してでも、可用性を追求
するのか。両者を両立して、そこ
そこ使えるものを作るより、どう
せならどっちかに割り切って、尖
ったデータベースを作った方が、
使う側もわかりやすい。それにな
により、潔くてかっこいいじゃな
いですか！」
　そうですね、浅はかでした、ス
イマセン……。やっぱり基幹系と
情報系では、求められる要件が根
本的に異なるわけですね。今回は
あらためて、いろいろと勉強させ
てもらいました、はい。

　さて次回は、これまで開発して
きた様々なデータベースを支えて
いる日立のサポートについて取り
上げたいと思う。日立の特長でも
よく言われる「国産ならではの品
質の高さ」って一体なんなのだろ
うか？目に見えないからこそよく
わかっていないところだ。
　ということで、国産ならではの
品質の意味するところ、そして、
その国産品質を維持するためにど
のような活動をしているのか？と
いう部分にについて具体的にうか
がってみたい。

偉い人代表／プラットフォームQA本部 担当
本部長 梯雅人さん

ベテラン代表／ソフトウェア開発本部 DB設
計部 主任技師 板谷孝さん

若手代表／プラットフォームQA本部 ソフト
品質保証部 南部佑輔さん

HiRDBのようなソフトウェア製品って、一体どうやって品質を
保ってるんだろう？自動車のような工業製品だと、工場でのQC活動とか、
品質向上の取り組みが目に見えて分かりやすいんだけど、
ソフトウェアってなんだか分かりにくい。ひょっとしたら、
工場のQC活動と似たようなことを開発現場でもやってるのか？
というわけで、今回はその辺りのことについて、
日立の人にあれやこれや聞いてみた。

ARTICLE 「純国産品質の名にかけて！」
日立の品質保証部に潜入した（前編）6#

基幹系データベースと情報系データベースに
求められる要件のちがいについて熱く語る石
川さん
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信頼関係を築けています。私の知
る限りでは日立は、品質保証部門
が設計部門からもっとも信頼され
ているベンダーの一つだと思いま
すね」
　なるほど。確かに、一方だけが
品質責任を負うんじゃあ、割に合
わないもんね。とここで、板谷さ
んが設計部門の立場から一言。
「プロジェクトとの初期段階から
品質保証部門と連携しているの
で、設計部門としては後工程にな
ってから『今ごろ指摘するなよ！』
とは言えないんですよね。『あの
とき言っただろう！』と品質保証
部門に言われたら、こっちはもう
ぐうの音も出ない（笑）」
　これを受けて、梯さんも、
「品質保証部門は対外的に矢面に
立つ分、社内では必死ですよ！　
『こんなもの出されちゃ、たまん
ないよ！』と（笑）」
　なんか、こういうやり取りを聞
いてると、お互いに仕事上の緊張
関係は保ちつつも、なんだかんだ
言ってめちゃ仲いいみたいだ。

サポート業務の
一翼も担ってます

　ここまで、偉い人（梯さん）とベ
テランの人（板谷さん）がえらく雄
弁だが、どっこい若手の南部さん

だって負けてはいない。南部さん
は、品質保証部の中でHiRDBの
コア部分を担当する技術者。まだ
入社3年目になったばかりだとい
うのに、既に顧客先にも出向いて
バリバリ活躍しているという。
「昨日も、お客さま先に出向いて
対応に当たっていました。実は、
昨年のクリスマスイブも現地対応
だったんですよ！」（南部さん）
　な、何と！それでは、カノジョ
はさぞやご立腹だったのでは？　
「私と仕事、どっちが大事なの！」
みたいな……。
「実は既に結婚しているんですけ
ど、妻も日立の技術者なので理解を
示してくれました」ーなるほど、そ
れは不幸中の幸いというか、何とい
うか、んん？　ちょっと待って……
ユーザー先で発生した案件の対応
って、普通は品質保証部門じゃなく
て、製品サポート部門の仕事じゃな
いの？と、ここで梯さん。
「実は日立の品質保証部では、サ
ポート業務の一翼も担っているん
です。これはほかのベンダーでは
あまり見られない、日立ならでは
の体制なんですが、まさにこの点
がソフトウェア製品の品質を管理
する上で大きなアドバンテージに
なっています」
　なぜにまた、品質保証部がサポ
ートの仕事までやるの？…と、素
朴な疑問が湧いてきたところで今
回はここまで。
　後編では、知られざる日立の品
質保証サポートの実態について迫
ってみたい！みんな、忘れずに更
新を待っていてほしい！
̶つづく

する部署だ。だけど、梯さんと南
部さんがいる「プラットフォーム
QA本部」というのは一体何だ？
「プラットフォームQA本部の“QA”
は“Quality Assurance”の略、
日本語に訳すと『品質保証』という
意味です」（梯さん）
　なるほど、つまり品質保証に関す
る活動を請け負う専門部署という
ことか。何でも、日立のソフトウェ
ア製品における品質管理の第一の
特徴は、この品質保証部門が設計部
門から完全に独立している点にあ
るとのこと。それだけ、品質に気合
いを入れてるということか。
　じゃあこの品質保証部門って、
具体的にどんな仕事をする所？
　これは筆者の勝手な思い込みだ
が、リリース前の製品を「これで
もか！これでもか！イッヒッヒッ
……」といじり倒して（表現は多分
に誇張しています）、ひたすらバグ
を洗い出していくような感じ？
「ハードウェアの世界ではそうい
うイメージに近いかもしれません
が、私たちは開発プロジェクトの
上流から、もうそれこそプロジェ
クト計画を立てる段階から設計部
門と一緒になって品質管理の取り
組みを始めます」（梯さん）
　プロジェクト計画立案の段階か
ら？
「ソフトウェア製品って、既にほぼ完
成した段階で不良を見つけても、
今さら仕様を一から直せないんで
す。なので、なるべく上流から品
質管理を行うのが重要になってき
ます」（梯さん）
　具体的には、こんな感じらしい。
まずは、設計部門が作成したプロ

ジェクト計画書をレビューして、
「どのような品質特性を目指すの
か？」「そのスケジュールで本当に
品質が確保できるのか？」などと、
これから開発する製品の品質確保
の観点から、もろもろと細かい突
っ込みを入れる。と当時に、この
段階でプロジェクト計画とは別
に、「品質計画」なるものも立てる
のだという。この品質計画とは、
果たしていかなるもの？
「過去の開発経験や、ソフトウェア
工学の知見を参考にすれば、『この
プロジェクトの各工程で、どの程
度の不良が出るか』をおおよそ割
り出せるんです。そこで、プロジ
ェクトの計画を立てる段階で、各
工程で出す不良件数の目標値をも
う宣言してしまうんです。それと
ともに、不良をなるべく作り込ま
ないための具体的な施策、例えば
『こういうテストツールやソース
解析ツールを使います』といった
具体的な方針も、品質計画の中に
盛り込みます」（梯さん）
　なるほど。で、そうやって計画
を立てたら、次は設計・開発工程。
ここでも、品質保証部門は設計部
門が作成した各種仕様書を汲まな
くチェックして、「こんな作り方
じゃ危ないんじゃないの？」「ドキ
ュメントが十分に詳細化されてい
ないのでは？」と突っ込みを入れ
ていく。さらにテスト工程に入っ
ても、「不良が予定通り出てない
じゃないか！」「不良が出過ぎてい
る！」……。
　そして最後に、設計部門のテス
トが完了した開発物に対して、品
質保証部門が出荷前の最終テスト

を行い、これをパスすれば晴れて
出荷という流れだ。

設計部門と
品質保証部門の仲は
良好ですか？

　と、こうして見ていくと、何だか
細かい小言ばかり言う品質保証部
門に、設計部門がいじめられてる
構図に見えなくもない……とここ
で、設計部門の板谷さんが一言。
「まあ設計部門から見ると、ぶっ
ちゃけ面倒なこともありますね（真
顔）」
　ちょ、ちょっと！ぶっちゃけ過ぎ！
まあ、これはもちろん、あくまでも
板谷さんなりのキツイ冗談なの
だが。でも実際のところ、こうい
う仕事の進め方だと、設計部門と
保証部門でやり合う場面って結
構あるのでは……と恐る恐る、梯
さんに聞いてみる。
「そこはお互い、責任分担がはっ
きりしていますから。社内で品質
責任を持つのは設計部門なので、
われわれ品質保証部門はその責任
をきっちり問いますが、社外に対
しては一転して、品質保証部門が
すべての責任を持つんです。お
客さまの前では、品質保証部門が
『この製品は私の責任です』と言っ
て対応します。なので、自然とお
互いの立場を尊重し合いながら、
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みんなで泊まれば
怖くない！？
̶障害支援室の夜は
ふけて

「通常、お客さまからのお問い合
わせやサポート依頼はサポート部
門で受けるのですが、技術的に高
度な内容の場合には、品質保証部
門にエスカレーションされてき
て、製品ごとの担当エンジニアが
調査に当たることがあるんです。
さらには、ミッションクリティカ
ルなシステムに万が一トラブルが
発生して、緊急の対応が必要な場
合には、われわれ品質保証部門に
加え、設計部門やSE部門の担当
者も交えて、体制を敷くこともあ
ります」（梯さん）
　聞くところによると、緊急対応
時に各部門の関係者がいつでも集
合できるように、「障害支援室」
という専用の部屋まで用意されて
いるのだという。社会インフラ系
など、ミッションクリティカルな

システムで本当に緊急の対応が必
要な場合には、問題が解決するま
で関係者一同、障害支援室に詰め
て徹夜で作業するのだそう。
　ううん、体育会系？だいじょう
ぶなんだろうか？
「関係者全員が集まって徹夜態勢
で対応した結果、翌朝にはもう
修正パッチをお客さまにお渡し
することも珍しくありません。こ
れは、開発者が身近にいるからこ
そできる対応だと思います。しか
も現場や製品の担当者だけではな
く、幹部も一緒になって徹夜する
こともあります」（板谷さん）
　幹部も一緒に徹夜！幹部のこ
とは嫌いでも障害支援室のことは
嫌いにならないでほしい！（*幹

部、嫌われてないです）。いや、
それにしても日立の人は、みんな
タフだなあ。
「日立には伝統的に、品質や顧客
満足を最重要視する文化が脈々と
根付いていますから、トップや幹
部も率先して対応に当たるんです
ね。もはや障害支援室で幹部が対
応を陣頭指揮することが、一種あ
たりまえのようにすらなってます
から！われわれも、そうした幹部
の姿勢や理解があるからこそ、徹
夜の大変な作業でも頑張れるんで
す」（梯さん）
　ところで賢明な読者諸氏のこ
と、そろそろお気づきのことと思
うが、今回、障害支援室の写真は
ない。これは筆者の怠惰のせいで

はない。撮影が禁止されているの
だ。それだけ厳戒体制だというこ
と。というわけで、賢明な読者諸
氏におかれましては、障害支援室
やら幹部ぐるみの徹夜の阿鼻叫喚
のさまやら、おのおのの想像で思
い描いてほしい。

サポートで得た
知見を製品の
品質保証活動に
フィードバック

　確かに、サポート部門だけじゃ
なくて、品質保証部門や設計部門
までもが問題対応に当たってくれ
るのであれば、製品のユーザー側
から見ればかなり安心感は高いだ
ろう。でも、手厚いサポートもあ
りがたいけど、そもそも製品にト
ラブルが起きないのが一番ありが
たいような……。
「実際には、お客さまからお問い
合わせいただいた内容を調査した
結果、日立製品の不具合だと判明
するケースはごく稀で、操作手順
の問題によるものなど、それ以外
の原因によるケースが大半を占め
ます」（梯さん）
　へ？そうなの？普通、パッケー
ジ製品のサポートというと、その
製品の不具合だという証拠がある
程度そろってないと受け付けてく
れないようなイメージがあるけ
ど。そもそもサポートって不具合

の対応のことかと思ってたけど違
うの？
「日立はミッションクリティカル
なシステムを多く扱っていること
もあって、全社的に、『お客さま
が抱えている問題を解決すること
が第一』という方針が貫かれてい
ますから、自社製品の問題かどう
かは二の次なんです。確かに調査
の結果、われわれの製品の不具合
が判明することもごく稀にありま
すが、『おかげで短時間で問題が
解決できた』とお客さまに感謝さ
れることのほうが実は多く、あり
がたいことです。HiRDBを使っ
ていただいているある大手ベンダ
ーの幹部の方から、『あなたたち
がいるから、HiRDBを選んでい
るんだよ』とおっしゃっていただ
いたときには、本当にうれしかっ
たですね」
　なんでも、HiRDBなどはメイ
ンフレーム時代からの顧客が使っ
ていることが多くて、よってもっ
てメインフレーム並みのサービス
レベルが求められるのだそうで。
で、それにきっちり応えるために
は、たとえオープン系パッケージ
製品といえども、こうした対応に
なるんだそうで。
　あと、自分のところで製品を開
発しているというのも、対応の際
の強みになるのでは？なにせ板谷
さんのように、実際にものを作っ
てる開発者が直接対応に当たるの
だから。
「一見、相当に複雑で、システム
の奥深いも問題でも、データがあ
る程度そろっていれば大体分かり
ますね。それに、たとえばOSや

ハードの側の不具合が根本原因で
あっても、HiRDBのダンプを手掛
かりに追っていけば、ある程度切
り分けることができます。日立の
中には、OSの中身を解析できる
技術者もいっぱいいますからね」
（板谷さん）
　なんともまあ、「そこまでやる
か！」というぐらいの徹底した仕事
ぶりですな。でも、品質保証部門
としては、ここまでサポート業務
に足を突っ込んでいると、本業の
品質保証の仕事に支障が出ること
はない？
「もちろん、メインの業務は品質
保証の仕事ですから、サポート業
務とのバランスの取り方には気を
遣っていますね。ただ、サポート
の仕事を通じて得たナレッジやノ
ウハウを開発プロジェクトにフィ
ードバックすることで、より一層
製品の品質を高める効果があるん
です。また、現場で得たお客さま
の声を、品質保証の業務を通じて
製品仕様に反映させることもでき
ます。こうしたフィードバック活
動が、品質向上の秘訣の1つなん
です」
　なるほど。品質保証部門を介し
て、ユーザーの現場と設計開発部
門がつながっているわけか。こう
いうフィードバックの仕掛けは、
確かにあまりほかでは聞いたこと
がないかも。

さて、依然として日立の品質保証部に潜入している。
後編では「障害支援室」なる、名前からして
あまり想像したくない専用の小部屋をはじめ、
日立のサポート体制についてお届けする。

ARTICLE 「純国産品質の名にかけて！」
日立の品質保証部に潜入した（後編）6#

梯さん 南部さん
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堀　いやあ、こうしてあらためて過去の連載
を読み返してみると、新たな発見がいろいろ
あって面白いですねえ。

石川　文章のタッチも、連載開始当初はふざ
けているとはいいつつも、ちょっと遠慮気味
でしたよね。それが第5回あたりから、徐々
にふざけっぷりに拍車がかかってきて……。

吉村　確かに、初めの内は「怒られやしない
か」と少しおっかなびっくりなところがあった
んですけど、怒られないことが徐々に分かって
からは、少し調子に乗ってきたというか（笑）

堀　そうやって徐々にくだけてきたのが、逆
に良かったのかも。連載開始当初から全開で
おちゃらけてたら、ひょっとしたら怒られて
たかもしれないし。少しずつ「ここまでなら
OK」という境界線を広げてこれたのが良か
ったのかもしれないですね。

石川　でも前回の冊子の表紙は、さすがに一
線を越えてたよ！　まあ今回の表紙も、かな
りインパクトあるけど。こうなったら次の第
3弾は、もう生半可なことでは読者が納得し
ないでしょうね。いっそのこと○○の●●な
絵とか、□□の■■な写真とか……。

長江　品がないので却下します。

石川　はい。

吉村　個人的には、第3弾では日立のゆるキ
ャラ「ひたっちー」を全面的にフィーチャー
したいです。

長江　そんなゆるキャラは存在しません。

吉村　じゃあ、日立のデータベースのゆるキ

ャラを作りましょうか！

長江　これ以上、ゆるくしてどうするんですか！

石川　ちなみに日立の社内では、前回の冊子
はかなり評判良かったんだけど、社外の方に
はどう受け止められたんだろう？なかなか社
外の読者の方に直接感想をうかがう機会がな
いので、とても気になりますね。

堀　それ、気になりますよね。Webの記事
なら読者の方々の反応もある程度分かるんで
すけど、紙の場合は読者アンケートでもやら
ない限り、なかなか分かりませんから。

石川　これは僕の勝手な想像なんですけど
……こう、日立のデータベース製品って、存
在自体は皆何となく知ってるんだけど、詳し
い内容についてはあえて知ろうとは思わない
人が大多数なのかなと。それを今回、こうや
ってとっつきやすい形で詳しく紹介できたの
で、テレビの旅行番組みたいなノリで楽しん
でもらえたのかなと。

堀　テレビの旅行番組？

石川　そう。あまり普通の旅行者がいかない
ような場所にあえて行って、あまり世に知ら
れていない風景や種族を紹介するみたいな！

吉村　日立の秘境に暮らす種族ですね。って、
そんなに知られていない種族なんですか（笑）

体だけじゃなくて
頭もめちゃめちゃ
使ってるんです！

　でもこうして話を聞いてみる
と、何だか日立の品質保証部門の
仕事ってえらくハードで、みんな
目の下にくまを作って死にそうな
顔して働いていそうな（思いっき
り偏見だが）。ぶっちゃけ、職場の
雰囲気ってどんな感じですか、南
部さん？
「職場の雰囲気は明るいですよ！
もちろん、普段の仕事は皆真剣に
やっていますが、面白い人がいっ
ぱいいますし、飲み会も頻繁に開
いてます。お堅い雰囲気はまった
くないですね」
　確かに、南部さんも終始にこや
かな笑顔を絶やさない、絵に描い
たような好青年に見える（ちょっ
と褒めすぎか）。でも、トラブル対
応でユーザー先に出向くのって、
かなり大変じゃないですか？
「確かに、初めてのときはちょっ
と怖気づきましたけど、今ではも
う『いつでも来い！』という感じで
す！それにもともと、『お客さま
先に出て行く仕事がしたい』と梯
さんにお願いして今の仕事をやっ
ていますから、とてもやりがいが
ありますね」
　おお、何とも頼もしい！さすが
「期待の星」だけありますね、梯さん。

「南部君が担当しているHiRDB
は、社会インフラを支えるミッシ
ョンクリティカルなシステムで使
われることが多いので、トラブル
対応は大変な面があると思います。
でも逆に言えば、若くして重要な
社会インフラの構築や維持に直接
携われるというのは、この上ない
やりがいだと思います。これは、
日立の品質保証部門ならではの働
きがいだと言えますね。個人的に
は、『品質保証はかっこいい！』と
若い人たちに思われるような部署
にしたいと思っているんです」
　確かに、「俺が社会インフラを
守ってるんだ！」と思えば、徹夜
の疲れも吹っ飛ぶかも。
「それに品質保証部門の仕事は、何
も体力勝負ではありません（笑）。
頭も相当使っているんですよ。
日々、最新の技術動向やソフトウ
ェア工学の知見を研究しながら、
新しいことにもどんどん取り組ん
でいます」
　何でも、社内に幾つものワーキ
ンググループがあって、最新の品
質管理手法やテスト技法などに
ついて研究を重ねているんだそ

うだ。実際、ソフトウェアテスト
シンポジウム（JaSST）のテスト設
計コンテストにおいて、日立の品
質保証部チームは何と2年連続で
優勝を飾っているとのこと。おお、
何だか一気に、インテリでスマー
トなイメージが湧いてきたぞ！み
んなもイメージしてほしい！写真
とか図版はない！が、日立のホー
ムページに控えめに載っている。
「徹夜で体張ってるだけじゃなく
て、頭も使ってるんですよ！」（梯
さん）
　はい。「死にそうな顔して」だと
か言ってスイマセンでした……。
吉村のことは嫌いでも日立のこと
は嫌いにならないで！

こめんたり。その2

板谷さん

「テスト設計コンテスト'13 本選決勝大会」
の様子は<http://www.hitachi.co.jp/
soft/topics/jasst/>
よりご覧いただけます。

今回は
先進的

な

取り組
みも

紹介し
ていま

す！
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石川　念のため言っておきますが、この企画
は家電ではなくて、あくまでもデータベース
の企画ですからね！　でも確かに、これだけ
長期間に渡って先進技術の基礎研究に投資で
きることは、大きな強みではありますね。

堀　ビジネスとしての立ち上げも、ビッグデ
ータの追い風に乗って急ピッチで進んでいま
すし。特に、今大きく取りざたされているIoT
（Internet of Things）やM2M（Machine 
to Machine）の分野では大注目の技術で
すね。

石川　ちなみに第8回でも、「インメモリデ
ータグリッド」という新しい技術について取
り上げたんですよね。こちらはストリームデ
ータ処理に比べると、かなり実用化は先行し
ている分野かな？

吉村　「おやつ会議」の回ですね。

石川　そうそう、この回は製品や技術というよ
りは、登場人物のキャラを全面的に打ち出し
た回になりましたね。「おやつ会議」や「イクメ
ン」といったエピソードも面白かったですし。
技術や製品についての話はちょっと難しかっ
たので、ホワイトボードに書き出して一生懸
命説明したのに、後で公開された記事を読んだ
ら、結局「おやつ会議」の回になってた！

堀　あの回に登場してもらった梅田さんのエ
ピソードがインパクト強すぎて、技術や製品
の話が霞んじゃいましたね（笑）

石川　梅田さんはセミナーで講演する機会
も多い人なんですけど、自己紹介するときに
「“おやつ会議”で検索してみてください」と
言っているらしい！

吉村　あと、プロジェクトがピンチに陥った
状況まで事細かに話していただいて……普
通、ああいう話はやっきになって隠すものな
んですけどね（笑）。そういう意味では、あ

の回も現場の生の声をダイレクトに伝える
ことができた貴重な場になったと思います。
取材中、何度も「え、そんな話までしちゃっ
ていいの？」とこちらがヒヤヒヤしちゃいま
した！

長江　プロジェクトがピンチに陥っていたと
き、プロジェクトマネジャーはなぜか「公園
デビュー」していたという（笑）。でも、公園
デビューは大事なことですよ。私も、これま
で2年弱の育児休職を2回いただいているん
ですけど、日立の中でもソフトウェア部門は
産休をとりやすい部署なんですよ。先例もあ
り、復帰後の配慮も手厚い。

吉村　梅田さんのように、男性が育休を取る
っていうのは素晴らしいことだと僕も思いま
した。僕も育休とりたい。子どもいないけ
ど。社員じゃないけど。

石川　まあ、こんな断片的な情報だけでは何
のことやら分からないと思いますので、ぜひ
本編を読んでいただければと思います。とに
かく、面白エピソード満載の回でした！

吉村　本当に、「キャラクター推し」の回でし
たね。でも、この手のNoSQL系の技術っ
て、アメリカの新興企業が発祥のオープンソ
ース技術というイメージが強い中で、日本の
企業、しかも日立が先行して取り組んでいる
というのは、世の中的にはあまり知られてな
かったかもしれないですね。私は正直、まっ
たく知りませんでした。

堀　種族ではないですけど（笑）。僕もこの
コーナーの取材を通して改めて気づきまし
たけど、確かに、その活動があまり知られて
いない部署の人ってたくさんいるんですよ
ね。通常、外部メディアに取り上げられる人
というのは、限られているんです。だけど、
ユニークな活動をしている人はもっとたく
さんいて。

吉村　日立って大きいですもんね…ちょっと
した国みたいなもんですよね…秘境に暮らす
種族がいてもおかしくないですよね。

堀　や、だから種族じゃないですけど！

石川　まあ、そんなノリですよ！そうやって楽
しく読んでもらって、結果として日立のデータ
ベースに対する取り組みに対して親近感を持
ってもらえるようになればうれしいですね。

堀　ちなみにこの後、第7回と第8回の内容
を載せているんですけど、この2回はそれま
での回とは打って変わって、かなり先進的な
取り組みを紹介しましたね。

石川　第7回は「ストリームデータ処理」に
ついて取り上げたんですよね。

長江　まさに今、実用化が始まったばかりと
いう新しい技術で、使い道のアイデアをいろ
いろと練っているというお話が面白かったで
すね。「養殖場の話」とか！

石川　「トウデンの話」も面白かったですね。
「こんな世界が、世の中にはあるんだ」って！

堀　でもストリームデータ処理って今まさに、
いろんなところで事例が立ち上がってますよ
ね。特に、ビッグデータといったキーワード
が取りざたされるようになってからは、かな
り注目度が上がっているように見えます。

長江　開発自体は、かなり前からやってたん
ですよね。それこそ 10年以上前から、アメ
リカの大学に技術者を派遣して基礎研究プロ
ジェクトに参画したりして。ちなみに、製品
の初代バージョンも2008年にはもうリリ
ースされてるんですけど、当時は時代に先行
しすぎて、なかなかビジネスに結びつかなか
ったらしいですね。

吉村　それがようやく、ビッグデータ時代の
到来で日の目を見るようになったと！でも日
立って、電子レンジや冷蔵庫みたいに昔から
ある製品だけじゃなくて、こういう先進技術
の研究にも力を入れているというのは、初め
て知りました。

堀　日立と言えば、家電を思い浮かべやすい
ますよね。

吉村　あとは鉄道とか、インフラですよね。
まあ、でもやっぱり家電ですよね。冷蔵庫、
僕も愛用してます！あとテレビも。

ゆるキャラ、
「ひたっちー」を

全面的にフィーチャーしたいですね

テレビ
の旅行

番組

みたい
なノリ

で

楽しん
で

いただ
ければ

…

ゆるキ
ャラ

勝手に
作らな

いで

くださ
い！
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石川　実は、大規模インフラやミッションク
リティカル分野では既にかなり実用化が進ん
でいるんですよね。日立はもともと、そうい
ったお客さまを長らく支援してきましたか
ら。ストリームデータ処理もそうしたお客さ
まのご要望にお応えする形で、早くから取り
組んできたという経緯があるんです。

吉村　プロジェクトの面白エピソードを前面
に出しつつ、そういったストリームデータ処
理の基礎や現況についても一通り紹介してま
すから、一般的なお勉強コンテンツとしても
読んでいただけるのかなと思います。個人的
にも、この第7回と第8回の取材は、先進技
術についての知識を整理する上でとてもいい
機会になりました。

堀　そういう意味だと、この2回で先進的な
データベース技術への取り組みをまとめて紹

介できたのは、非常に意義がありましたね。
HiRDBに代表されるオーソドックスなデー
タベース技術を脈々と積み上げつつも、それ
をベースにこうした新たな技術にも日立は積
極的に取り組んでいることを、読者の方々に
うまく伝えられたかなと思います。

長江　しかも、そうした研究や開発を手掛けて
いるのが、とても面白くて魅力的な人たちだと
いうことが紹介できたのも良かったですね。

石川　この連載ではもともと、技術や製品だけ
でなく、人物にも積極的に焦点を当てていきた
いという思いがあったんですけど、その狙いは
見事に当たったと思いますね。これまで記事の
中に登場してくれた方々は皆、面白くて仕事に
対するモチベーションが高い方ばかりでしたか
らね。これからも、そういう人たちの「熱い仕
事ぶり」をどんどん紹介していきたいですね！

ストリームデータ
処理ってそもそも
何ができる
ものなの？

　「ああ、動画のストリーム配信ね。
いやー、こないだなんて、ついつ
い徹夜でガンダム全話見ちゃっ
て、次の日午前半休しちゃった
よ、アハハ」
　……喝っ！！！！DB Onlineの
読者たるもの、そんなことではい
けません！データベース技術者
たるもの、「ストリーム」といえば
動画配信ではなく、むしろあっち
の方のストリームをとっさに連
想してほしいのです。
　というわけで今回は、現在日立
が取り組んでいるストリーム、正
確に言うと「ストリームデータ処
理技術」について、同社の専門家

の人たちにあれやこれや聞いて
みた。
　正直に言うと、筆者自身も偉そ
うなことを言っておきながら、ス
トリームデータ処理なるものが
一体全体何なのか、実はよく分か
っていない。ただ、最近何とな
く、ビッグデータ絡みでよくスト
リームという用語を耳にするよ
うになってきて、「ああ、センサ
ーのデータとかをリアルタイム
で処理するあれね。ビッグデー
タで、速くて、凄くて、で、モニョ
モニョモニョ……」。要は、何と
なく知ったつもりでいるが、実の
ところはほとんど分かってない
というやつだ。
　でも、「高速」「リアルタイム」と
いったキーワードは、そう的外れ
でもないと思ってるんですが、ど
うなんでしょ？
　「リレーショナルデータベース
に代表される従来のデータ処理
は、データをいったん溜め込んだ
後に、じっくり時間をかけて分析
していました。しかしストリー

ムデータ処理はデータを溜め込
むことなく、データが発生してい
る“その場”で即座に分析して、何
らかの意味のあるイベントをリ
アルタイムに発生させるという
技術です。つまり、過去に起きた
ことをじっくり細かく分析する
のではなく、『今起きていること
を、なるべく早く知りたい』とい
うニーズに応えるためのもので
すね」
　こう説明してくれたのは、日立
でストリームデータ処理基盤の
ソリューションに携わる、ソフト
ウェア開発本部 第2基盤ソフト
設計部 主任技師の田村和則さん。

本連載ではこれまで、日立が扱うさまざまなデータベース技術の中でも、
特にリレーショナルデータベースやら高速データアクセス基盤やら、
まあ言ってみればデータベースの王道的なものを中心に紹介してきた。
しかし今回はちょっと目先を変えて、
近未来の技術を紹介してみたいと思う。
現在、日立をはじめ、世界中のITベンダーや研究機関が取り組んでいる
先端データ処理技術、「ストリーム」だ。

ARTICLE ひたちはじめて物語
̶ストリームデータ処理の巻7#

すごくわかりやすく説明してくれる！
田村さん
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　なるほど、やはり「高速」「リア
ルタイム」というのは、あながち
的外れではなかったみたい。「何
らかの意味のあるイベントを発
生させる」という部分は何だかよ
く分からないけど、まあいいや。
ストリームデータ処理、大体分か
っちゃいましたよ、はい。
　とここで、田村さんと同じ部署
で、同じくストリームデータ処理
のソリューションを担当する横
山高広さんがポツリ、
「お客さまのところに製品や事例
の説明に行くと、既存のデータベ
ースシステムをストリームに置き
換えて高速化するというイメージ
を持たれる方が多いのですが、実
はそうではないんですよね」
　ドキッ！そう思ってたんだけど
……だって、要はこれまでのデー
タベースより速いから、リアルタ
イムで処理できるようになったっ
ていうことなんじゃないの？
「そうではなくて、時々刻々と変
わっていくデータ、つまり『時系
列データ』を対象に分析をかける
ために使われるものなんです」

　時々刻々！　「時のな～が～れ
～に身を任せ～」。テレサテンの

歌声が脳内に流れた次の瞬間、
NHKの「時事公論」のTV画面が
フラッシュバックし、あやうく昏
倒するところでむくりと起き上が
り、ええと、ええと何の話でした
っけ？何だか途端に分からなくな
ってきたぞ。「時々刻々」やら「時
系列データ」とやらは、一体何？
「従来のデータ処理は、ある瞬間
のデータ、つまり“点のデータ”
を対象にしていました。例えば、
『人や車がある瞬間にこの場所に
いた』といった情報です。でもス
トリームデータ処理の世界では、
こういう“点のデータ”は意味を持
たないんです。そうではなくて、
ある一定の時間枠の中で取得した
“データの集合”に対して分析をか
け、点ではなく“軌跡”を見るので
す。例えば、『人や車がその間に
どこからどこへ移動したのか』と
いった情報ですね」（田村さん）
　ああ、なるほど。時系列って、
そういう意味なんですね。
「確かにストリームデータ技術で
は、インメモリ処理をはじめとし
た、高速処理のための個々の要素
技術が注目されがちです。しか
し実は一番のポイントは、こうい
う『時系列での分析』ができると
ころにあるんです。点ではなく
軌跡の情報を抽出して、それをイ
ベントという形で上位に通知す
ることで、データの中からこれ
までにない新たな意味合いや価
値を引き出せるようになります」
（田村さん）
　そうか、さっきの「何らかの意味
のあるイベントを発生させる」とい
うのは、そういうことだったのか。

「ん？　何だか普段と
違う動きしてる
みたいだぞ……」

　と、時々刻々やら、時系列デー
タやらの概念は何となく分かった
気になったけど、でも実際の使い
方のイメージはまだ今一つピンと
来ないなあ……とここで、横山さ
んの同僚の池永絵里さんが一言
「トウデンの事例があるんですが
……」
　と親切に説明を始めてくれた。
ああ、電力会社ですね。
「いえ、電力会社のことではなく
て、途上国での盗電の事例です」
　盗電……盗電？盗んだ電動チャ
リで走り出す？？行き先も分から
ぬまま？？？
「『電気を盗む』という意味です。
実は途上国では、敷設した電線か
ら不法に電気が使われてしまうこ
とが日常茶飯事にあるらしいんで
す。そこで、この盗電を防止する
ために日立のストリームデータ処
理基盤が使えないか、現在検討を
進めているところです」
　盗電って、そういう意味だった
んですね。そんな言葉が世の中
に存在するとは、まったく知りま
せんでした。世界は広いなあ……
（遠い目）。
　でちなみに、そこでは時系列デ
ータの分析がどのように活用され

てるんでしょうか？
「盗電対策のために、電線の電圧
値を常時監視しているのですが、
値が閾値を越えるたびに警告を発
していると、スパイクなど瞬間的
な電圧上昇もすべて拾ってしま
うので、誤報が多くなってしまう
んです。そこで、電圧のデータを
時系列分析して、その値の動向の
“傾向”を割り出します。その上
で、その傾向から大きく外れた場
合にのみ警告を発するようにしま
す。こうした仕掛けによって、誤
報の少ない高精度な監視が可能に
なるわけです」（池永さん）
　なるほどねえ。要は、時系列デ
ータの分析で、物事の推移の「傾
向」が割り出せるわけですな。で、
「現在の推移」が「普段の傾向」から
どの程度外れているかによって、
今この瞬間に異常事態が進行して
いるか否かをリアルタイムに判断
すると。
　ちなみに池永さん、現在このほ
かにも、データセンター内の温度
や風量のリアルタイム計測を実現
する取り組みや、日立横浜事業所
の新社屋で行っているビッグデー
タとスマートシティの実証実験「快
適ecoプロジェクト」など、複数の
プロジェクトでストリームデータ

処理の活用を推進しているそう。
　ちなみに横山さんの方はという
と、現在主に取り組んでいるのが、
日立のシステム運用管理製品「JP1」
にこのストリームデータ処理基盤
を組み込んだ「JP1／ IT Service 
Level Management」という製
品だそうで。製品名ついでに言う
と、日立のストリームデータ処理
基盤は「uCosminexus Stream 
Data Platform」という名だ。
「ストリームデータ処理基盤を使
ってHTTPリクエストの応答時
間をリアルタイムに分析するこ
とで、ユーザーの体感レベルでの
システム性能を監視できる製品
です。この製品に特徴的なのが、
『ベースライン』という考え方で
す。時系列分析によって割り出し
た『普段の応答時間の傾向』をベー
スラインとして定義しておいて、
そこから大きく逸脱する傾向がリ
アルタイムで検知されたら『障害
が起こる予兆』だと判断してアラ
ートを発します。これによって、
応答時間が閾値を超えてトラブル
に発展する前に、つまり予兆の段
階でトラブルの芽をあらかじめ摘
んでおくことができるわけです」
　これ、時系列分析で割り出した
「普段の傾向」と「今この瞬間の傾
向」を比較するという意味では、
さっきの盗電の事例とよく似て
る。ちなみに横山さんは、このほ
かにはどんなプロジェクトを担当
されてるんですか？
「何校かの大学さんで、日立のス
トリームデータ処理基盤を使った
実証実験を行っていただいてい
て、その支援を担当しています。

中には面白い取り組みも幾つかあ
って、例えば、圃場や養殖場での
生育や盗難を監視するためにスト
リームを活用するような事例もあ
ります」（横山さん）
　圃場や養殖場での盗難？盗電に
続き、またもや盗難モノですか！何
でも、樹木の振動や水面の動きをセ
ンサーで監視して、異常な傾向をリ
アルタイムで察知したら警報を上
げるという仕組みだそうで。いや
はや、よくもまあこんな突拍子もな
いアイデアを思い付くなあ。

苦難の日々を
乗り越えてようやく
表舞台に！

　とまあ、現在数多あるストリー
ムデータ処理の事例の中でも、筆
者の独断と偏見で面白そうなもの
だけ幾つかピックアップして紹介
してみたが、田村さんによるとや
っぱりどれもこれも「アイデア勝
負」みたいなところがあるようで。
「従来のデータ活用とは系譜が異な
る、まったく新しい発想に基づく
ソリューションなので、ビジネス
にうまく生かすためにもやはり新
たな発想やアイデアが求められま
す。そこでわれわれや、日立社内
にいるデータ・アナリティクス・マ
イスターなどがお客さまの相談に
直に乗って、今お客さまが持って

時々刻々、時系列データについて説明してく
れる横山さん

"ストリームデータ処理おねえさん”の池永さん
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いるデータをストリームデータ処
理でどんなビジネス価値に転換で
きるか、頭を必死にひねりながら
アイデアを出しているところです」
　ああ、データ・アナリティクス・マイ
スター！本連載の第3回でいろいろ教
えてもらった人たちか。そういえば
あのときは、Hitachi Advanced 
Data Binder（HADB）を使った
ビッグデータソリューションの話
だった。
「ビッグデータソリューションの
一環として、HADBのチームと
連携しながら案件に当たることも
あります。それに日立は昔からイ
ンフラ事業を扱ってきましたか
ら、ビッグデータとは本来とても
親和性が高いんです」（横山さん）
　そうそう、ビッグデータといえ
ば、やっぱりインフラ関係が分か
りやすいよね。インフラに据え付
けられたセンサーから大量のデー
タを集めてきてうんたらかんたら
……というのがやっぱりビッグで
データな感じがするもんね！　
　実際、日立がこれまで手掛けて
きたストリームデータ処理の導
入事例も、東証の指数高速配信サ
ービス*²やら、交通状況のモニタ
リングやら、スマートグリッドや
ら、「いやあ、いかにもインフラで
すなあ」という感じのものが多い
らしい。特に金融インフラの世界
では、アルゴリズムトレードが当
たり前になった今日、ストリーム
データ処理はかなり一般的になっ
てきているとか。
　ちなみに、ストリームデータ処
理業界（という業界があるのかどう
か知らないが）には今、大手ベンダ

ーが続々と参入を果たしていて、
かなりの盛り上がりを見せている
んだとか。この分野の製品は、専
門用語で言うと「CEP（Complex 
Event Processing）」とか「ESP
（Event Stream Processing）」
とか呼ばれてるらしいが、試しに
「CEP」でネット検索をかけてみる
と、おお、出てくるわ出てくるわ。
大小さまざまな海外ベンダーや国内
ベンダーから製品が出てるみたい。
　田村さんいわく、
「日立の製品には、『自社開発』と
いう大きな強みがあります。日立
のストリームデータ処理基盤も、
買収による入手や、オープンソー
ス製品の利用でなく、2000年代
初頭に米国の大学でストリームデ
ータ技術の基礎研究が始まったば
かりのころから、社内の技術者を
留学させて基礎研究を積み上げて
きています。そうした長年に渡る
研究の成果を生かして、一から製
品を開発しているんです」

　出た！　純国産の誇り！
「製品内部の隅々まで把握してい
ますから、チューニングやカスタ
マイズが効きます。例えば東証
の事例ではかなり厳しい性能要
件があったのですが、高度なカス

タマイズによってそれに適う性
能を無事に達成することができ
ました」
　なるほど。ここまでの話を聞く
限りでは、日立のストリームデー
タ処理、何だか先行き明るそうじ
ゃないですか。
「私は製品のファーストバージョ
ンの開発から関わってきたので
すが、リリース直後の2008年当
時はまだビッグデータのビの字
もなくて、お客さまに紹介しても
『何ですかそれ？』『ああ、凄いで
すね。でもうちには関係ないです
ね』といった反応ばかりで……で
もここに来てようやく、ビッグデ
ータの波に乗って、徐々にCEP
の認知度が上がってたんです」
　そんな辛い過去があったとは
露知らず……でも、これからがよ
うやくリベンジの時じゃあない
ですか！　実際、田村さんの鼻息
は随分荒そうだ。
「インパクトのある事例がいった
ん世に出れば、一気に普及する技
術だと思います。実際、近いうち
にそうした事例を発表したいと思
っています。目標としてはここ
1、2年の間に、リレーショナルデ
ータベースと同じぐらいスタンダ
ードな技術にしたいですね！」
ここ 1、2年の間に、リレーショナ
ルデータベースと同じくらいス
タンダードな技術に！
　エライ、よく言ったー！かっこ
いいー！田村さんの心意気にスト
リームデータ処理の未来を確信し
たところで今回はここまで！

「インメモリデータ
グリッド」って
そもそも何なのさ？

　で、今回のネタは「インメモリデ
ータグリッド」。今注目の、NoSQL
についてのお話です。
「ああ、SAP HANAね」と早とち
りしてはいけない。あれは「イン

メモリ“データベース”」で、今回紹
介するのは「インメモリ“データグ
リッド”」。名前はちょっと似てる
けど、その中身はまったく別物。
前者は、基本的には昔からあるリ
レーショナルデータベースの仕組
みを、メモリ上で動かして高速化
する技術。で後者の方はという
と、えーと、インメモリで、グリッ
ドで、そんでもって……うーん（固
まること約30秒）、じゃあそろそ
ろ、日立の専門家の方にご登場い
ただきますか。
　今回登場してもらうのは、以下
のお三方。

　梅田さんと松本さんは、日立
のインメモリデータグリッド製
品「 uCosminexus Elastic 
Application Data store」（以下、
EADs。「イーズ」と読んでね）の開
発プロジェクトに所属している。
一方の杉本さんも、もともとは同
じプロジェクトでEADsの開発に
携わっていたが、今は所属部署名
を見ればお分かりの通り、携帯キ
ャリア向けのSI案件を手掛ける部
署で、SEとしてEADsを活用した
システムの提案に当たっている。
　早速ですが、インメモリデータ
グリッドって、そもそもどういう

新たな発見やアイデアが必要！

IT プラットフォーム事業本部ソフトウェア
開発本部 第2AP基盤ソフト設計部
松本明紘さん

ITプラットフォーム事業本部　ソフトウェア
開発本部 第2AP基盤ソフト設計部 主任技師
梅田多一さん

通信ネットワーク事業部 ネットワークソリ
ューション第二本部 モバイルキャリアソリ
ューション部 主任技師　杉本裕紀さん

日立という、世間では「お堅い」イメージのある会社の技術を
好き勝手に茶化し続けて、各方面からひんしゅくを買いまくっている
本連載。「怒られても構わない！」と開き直って記事を書き続けていたら、
いつの間にやら8回目を迎えてしまいました。
いやあ、日立の方々の心の広さには頭が下がります。それに、
ネタもなかなか尽きないんだよね。データベースだけでもあれやこれや、
いろんなことやってて、「日立、どんだけデータベース好きやねん！」と。

ARTICLE 「おやつ会議」が生んだ、日立の
インメモリデータグリッド技術の結晶に迫る！8#

（*2）http://www.hitachi.co.jp/New/cnews/month/2011/02/0222.html
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ものなんですか、梅田さん？
「私はインメモリデータグリッドの
条件には、3つあると思ってます」
　ああ、そういう説明の仕方っ
て、すごく分かりやすい！
「まず1つ目の条件は、memcached
に代表されるような『インメモリ
KVS』であることです」
　何すか、それ？
「……（マジかよ）」
　と、のっけから軽くびびらせて
しまったのだが、それでも不勉強
な筆者のために、懇切丁寧に説明
してくれた梅田さん。インメモ
リKVSというのはその名の通り、
KVS（キーバリューストア）の仕
組みをメモリ上で動かすというも
の。キーバリューストアとは、キ
ーと値（バリュー）の 1対 1の組み
合わせだけでデータを管理する仕
組みで、極めて単純なデータ構造
であるが故に、データ参照・更新
のスピードがめちゃめちゃ速い。
とここで、杉本さんが助け舟を。
「要は、一般的なデータベース製品
の最下層にある、データの入れ物の
仕組みだけを取り出してきたよう
なイメージです。単純なデータ構
造で、余分な処理オーバーヘッドが
なく、参照・更新も単にキーを指定
して値を出し入れするだけなので
スピードが速い。でもその代わり、
一般的なデータベース製品ででき
るような、SQLを使った検索や、ト
ランザクション管理といった機能
は一切省いています。そのため、使
いこなすにはコツが要ります」
　なるほどなるほど。でさらに、
それをメモリ上で動かすからめち
ゃ速いと。

はい、大きな声で！
「インメモリ KVS！」
「分散！」「実行！」

　さて、じゃあインメモリデータ
グリッドの2つ目の条件とは？
「『分散していること』です。イン
メモリKVSの最大の強みは、デ
ータ更新を極めて高速に処理でき
るところにあるんですが、大量デ
ータの更新となると、やはり 1台
のマシンだけでは性能が頭打ちに
なってしまいます。そこで複数の
ノードに処理を分散させて、性能
をスケールアウトできる仕組みが
必要になります」（梅田さん）
　ふーん。でも、最近のサーバだ
と相当大量にメモリ積めるように
なってるし、1台のサーバを目い
っぱいスケールアップさせるだけ
でも、そこそこいけそうな気も。
「たとえば、携帯電話キャリアの
通信ログや、電力会社のスマート
メーターなどのシステムでは、秒
間数十万件ものデータ更新をさば
かなくてはいけません。これだけ
大量・高速の更新となると、スケ
ールアップではとても対処できま
せん」（杉本さん）
　秒間数十万件の更新！！　そ
りゃさすがに 1台じゃ厳しいわ
な……というわけで、「分散させ
ずばインメモリデータグリッド
にあらず」ということですね、は

い。ちなみに、ちょっと前から
耳にするようになってきた「分
散KVS」というやつは、まさに今
説明したような特徴を備えた製
品のことで、Facebook発祥の
「Cassandra」とかが代表選手。
　では、最後の3つ目の条件は？
「『実行できる』こと、つまりサー
バ上で、ある程度のデータ加工・
計算処理を実行できることです。
分散KVS自体は、キーを指定し
てデータを個別に出し入れする機
能しかありませんが、これだけだ
と実際の業務で使う際、アプリケ
ーションとのやりとりのオーバヘ
ッドが大きくなってしまいます。
そこで、せっかくたくさんのサー
バがCPUを搭載しているので、
サーバ上である程度のデータ処理
をやらせてしまおうというわけで
す。一般的なリレーショナルデー
タベースで言うところの、ストア
ドプロシージャやトリガみたいな
ものでしょうか」（梅田さん）
　こういう仕組みがあれば、一般
的なデータベースの性能ではとて
も更新処理が追い付かないような
大量のデータが飛んできても、と
りあえずはインメモリデータグリ
ッドに全部ボコボコ放り込んじゃ
って、ある程度データを集計した
上で、あらためてバックエンドの

データベースに渡すようなことが
可能になる。つまり、データベー
スの手前の「キャッシュ」としてこ
いつを置くことで、これまで処理
できなかったような大量・高速の
データ更新をさばききれるように
なるというわけだ。つまり、イン
メモリデータグリッドは既存のデ
ータベースを置き換えるものじゃ
なくて、データベースといい感じ
で組み合わせて使うものなのね。
　と、ここまで説明してきた「イ
ンメモリKVS→分散→実行」と
いう順番は、実はインメモリデー
タグリッドの技術発展の歴史その
ものだそうで、ここまで詳しく語
ってくれたということは、もちろ
ん日立のEADsはこれらをすべ
て満たしてるわけですよね？
「もちろんです！2012年末にリ
リースしたバージョン2でこの3
つの条件すべてを満たして、さら
に2013年7月にリリース予定の
バージョン3では、基盤部分を大
幅強化しています」（梅田さん）

開発プロジェクトに
暗雲が
立ち込める……

　ちなみに、EADsの初代バージ
ョンの開発が始まったのは、2011
年春のこと。開発プロジェクトが
立ち上がった直接のきっかけは、

膨大なメールのトラフィックを捌
くためだったそうで。
「あけおめメールに代表されるよ
うな、短期間のうちに大量に発生
する携帯メールのトラフィックが
どんどん増大している状況を受け
て、この大量メールの受け付け処
理にインメモリデータグリッドが
使えないかということで、製品開
発プロジェクトが立ち上がりまし
た」（杉本さん）
　で、この開発プロジェクトの責
任者に任命されたのが、この年の4
月から主任技師（要は課長さんね）
に昇進したばかりの梅田さん。そ
して、社内から選りすぐりの精鋭
が集められた開発メンバーの中に、
杉本さんと松本さんもいたわけだ。
　ちなみに松本さん、それ以前は
アプリケーションサーバ製品のサ
ポート業務に携わってたそうで。
いきなり分散KVSとやらのとん
がった世界に飛び込むことに不安
はなかった？
「私はもともと開発志望だったん
ですが、アプリケーションサーバ
の世界はもうある程度技術が確立
されていますから、なかなか新規
開発の機会がなかったんです。そ
の点、EADsはまったく新規の開
発プロジェクトでしたから、むし
ろ大歓迎でした。『来たー！』とい
う感じでしたね！」
　おお、モチベーションが高い！
　一方、新米管理職の梅田さんだ
って負けてはいない。プロジェク
トを立ち上げるに当たって、何と
もユニークな取り組みを始める。
「まったく新しい製品を開発する
わけですから、管理部門や検査部

門、生産技術といったさまざまな
部門と密接に連携を取りながら開
発を進める必要があります。そこ
で、他部門のリーダークラスを毎
日集めて、お菓子をつまみながら
進捗状況の確認や課題の洗い出
し、アイデア出しなどを行う『お
やつ会議』を開催することにしま
した。まあ、ちょっとしたアジャ
イルのつもりだったんですけど、
お菓子を食べるには口を開けない
といけないから、自ずと発言も増
えるかなという程度の軽いノリで
（笑）」（梅田さん）
　このおやつ会議、ちゃんと専用
の「お菓子箱」まで用意して、空に
なったら管理職から 1000円ずつ
お菓子代を徴収するというルール
まで設けてたそうで。ちなみに初
回の「仕入れ」は、梅田さんがへそ
くりの中から 1万円を出資（太っ
腹！）。
「この 1万円を持って、僕と梅田さ
んとで近所のスーパーにお菓子
を買い出しにいきました。でも
……」（松本さん）

　でも？　
「梅田さん、プロジェクトが始まっ
てすぐ、育児休暇でいなくなっちゃ
ったんですよね……」（杉本さん）
　はいーーーー？？

おっとりと難解な話をする杉本さん

飛んで火…ならぬ新規開発に入った松本さん
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　「日立のデータベース」、いかがだったでしょうか？　本文中にもあった通り、本冊
子に収められているコンテンツは、翔泳社が運営するWebメディア「DB Online」で掲
載されている連載記事「日立のデータベース」の内容をまとめたものです。本冊子で
は連載第5回から第8回までの内容を収録していますが、DB Onlineでの連載はその
後も続いていますので、機会があればぜひ最新の記事にも目を通してみてください。
(http://enterprisezine.jp/article/corner/244)

　さて、実際に中身を読んでいただいてお分かりの通り、結構おちゃらけた調子で書
かれています。「日立」というお堅いイメージがある企業の、しかも「データベース」と
いうこれまたお堅いイメージの技術や製品を取り上げるのに、こんなくだけた調子
……いや、最初はこれでも配慮してましたが、回を重ねるごとに文体の調子もよくな
りすぎてしまったようで記事を読み返すと冷や汗ものなのですが、そんな筆者の暴挙
にも寛大な心で接してくださった日立の関係各位の皆さんには、この場を借りてお礼
（とお詫び？）を申し上げたいと思います。

　そして、記事の取材に応じてくださった皆さん、筆者の無神経で無知丸出しの質問
にも嫌な顔1つせずに快く答えていただき、本当にありがとうございました。皆さん
の「大人の対応」なくしては、データベースに特に詳しいわけでもない筆者が、このよ
うな連載を今まで続けることは、とてもとてもできませんでした。

　そして最後に、この冊子を手にとって読んでくださった貴方、本当にありがとうご
ざいます !!　とても個性的な読み物なだけに、ひょっとしたら中には不快な思いをさ
れた方もいるのではないかと、ちょっとだけ心配だったりするのですが……もし何か
少しでも心に残るものがあれば、ぜひ忌憚のない感想やご意見をブログやFacebook、
twitterなどで発信していただければ幸いです。次作ではぜひ、そうした皆さんのご
意見を反映し、より面白く読んでいただける誌面作りを、作り手一同目指していきた
いと思います！

吉村哲樹

そしてお菓子だけが
残された……

　何でも梅田さん、まだ課長にな
ることも、EADsのプロジェクト
に配属されることも知らされてな
かった時期に、育児休暇を申請し
ていたそうで。それがすんなり通
った結果、EADsの開発がスター
トしてすぐ、3カ月の育児休暇に
突入してしまったのだ！　何とい
うタイミング……現場はさぞや混
乱したのでは？
「いやあ、大変でした……」（松本
さん）
「関係者間の利害調整をしてくれ
る人が不在だったので、開発の方
針がなかなか定まらなくて……」
（杉本さん）
　ありゃりゃ…、梅田さんの不在
により資金の底が尽き、せっかく
始めたおやつ会議も形骸化し、そ
してお菓子箱だけが残されたのだ
った。しかし、お菓子だけは順調
に消費されていったそうだ（笑）。
　一方そのころ、育児休暇中の梅
田さんは…
「公園デビューしてました（笑）」
　公園デビューかいーーーー！！
　いや、でもこうやって男性も積
極的に育児休暇を取って、子育て
に協力することもとても大事だよ
ね（マジで）。でもって、ようやく3

カ月の育児休暇期間が終わってプ
ロジェクト現場に復帰した梅田さ
んを待っていたのは、まさに死屍
累々！急いで顧客先や社内の各部
門を飛び回って、調整作業に奔走。
開発要件を思い切って絞り込んだ
結果、ようやくプロジェクトは正
常な状態に復帰したんだとか。
　と、そんなこんなで難産の末
に、ようやくリリースまでこぎ着
けたEADsの初代バージョン。
オープンソースの製品を参考に
しながら、先に紹介した3つの条
件のうちの「インメモリKVS」と
「分散」がまずは実装された。そし
て次の「バージョン2」では、さら
に「実行」の部分も追加実装され、
晴れてすべての機能が完成！いや
あ、いろいろあったけど、みんな
良く頑張ったよねえ（涙）、そして
感動のフィナーレへ……とはいか
なかったそうで。

「初代バージョンを開発していた
ころから、『データの一貫性をいか
に担保するか？』という大きな課
題を抱えていました。分散KVS
の仕組みはもともと、ノード障害
やノード追加、ネットワーク障害
などの際にデータの一貫性を保つ

のが難しいんです。現に、当時既
に世に出回っていたオープンソ
ースの製品は、どれも一貫性より
可用性を重視したものばかりでし
た。でも日立が手掛けるシステム
は、社会インフラを担うミッショ
ンクリティカルなシステムばかり
ですから、一貫性はどうしても譲
れませんでした。例えば、携帯電
話キャリアのメールや課金情報の
一貫性が保証できないなんて、あ
り得ませんからね」（杉本さん）
　おお、「信頼の日立」の面目躍
如！　そこで開発されたのが、
EADsの「バージョン3だ」。デ
ータの一貫性を 100%保証する
ために、分散合意アルゴリズムと
して知られるPaxosを採用。そ
れまでオープンソースベースで開
発していた部分も、何とすべて一
から組み直しという。こうして、
晴れて「データ一貫性 100%保証
のインメモリデータグリッド」が
完成！　パチパチ！　やっとこさ
フィナーレを迎えたぞ（ところで、
お菓子箱はどこへ行った？）。
　ちなみに梅田さん、EADsの今
後の開発計画は？
「実行系の機能を徐々に充実させ
ていくことになるかと思います。
でも、基本的な部分はこれで一通
り完成したので、ようやく僕もゆ
っくりできそうです」
　えっ、ひょっとして二度目の育
児休暇？

おわりに

開発のスタートと同時に公園デビューを果た
した梅田さん


